経営管理総論
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

↑はﾃｽﾄにでそうなところだす(責任は負わないw

欠番(欠席により)4回くらいあるかも(汗
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経済学の前提
・すべての企業が同一の生産設備と技術を持ち同一の製品をつくる。
・企業も消費者も完全情報を持っている
企業は利潤の最大化、消費者は効用の最大化を目的
・原始的競争
・市場の参入退出は自由
完全情報、知識→効用の最大化
利害の対立がない
サイモンの「経営行動」(1965)

　　限定された合理性
　　情報、知識
　　→利害が一致するとは限らない
企業の目的
　長期の維持、発展
　組織は様々な動機、欲求を持った人々によって構成されている。
→組織の目的と個人の目的をすりあわせる必要がある
　　＝management!
共通の目的にエネルギーを集中させ、人々の創造性を発揮させる。
1900 テイラー「科学的管理法」
↓ストライキ　　合理的から社会的に
1930 人間関係論
↓1960サイモン＆バーナード(経営者)

↓環境変化に耐えられない！環境に対してｏｐｅｎに
1970 ローレンス、ロッシュ「条件適合論」-チャンドラ「組織は戦略に従う」
↓能動的な行動は説明できない
1980 文明論
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科学的管理法(テイラー)1900頃
・課業(ｔａｓｋ)=一日に作業できる量を科学的決定→基準を管理-標準化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→動作研究
・差別的出来高払い制
→徹底した分業によって未熟練工でも生産性を大幅にＵＰ!

→労働者を機械的扱い、不満が噴出
ホーソン実験(1927～31)

メイヨー、レスリスバーガー
・インフォーマルグループの存在
　社会的な関係
　心理的な関係
バーナード「経営者の役割」1938

組織とはどういうものなのか？
「協働体系」人々が一緒に働いている姿を概念化したもの。
　　　　　　　　　→生き物、心理的、社会的
→中核をなすものを公式組織と呼ぶ
→二人以上の人間によって意識的に調整された活動もしくは諸力の体系(公式組織)
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金融庁→銀行　→　大京(売り上げ5000億円-利益100億円)

　　　　　　債権　　　 債務
　　　　　　↓1兆600億円
　　　　　　債権放棄4100億円　債務免除
　　　　　　責任は誰?

　　　　　　大京側-50%減資
金融庁の監督責任
多→P→競→創
・未利用資源の有効活用
・リスク分散
PPM(BCG)
　二つの前提
　・経験曲線
　・製品ライフサイクル
コストを下げる
ライフサイクルとは?

導入期→成長期→成熟期→衰退期
導入期-衰退期にはど-しても損が出る
成長期-成熟期には利益いっぱい
競争戦略(M.ポーター)

・競争構造
・競争戦略の種類
・価値創造(連鎖)

　　　　　　　　  新規参入(B)

　　　　　　　　　 　　↓　　　
売り手→既存産業の競争相手(A)←買い手
　　　　　　　　　　↑
　　　　　　　　 代替品
参入障壁-A社がどのくらい反撃するとB社が思っているかをA社が考えたもの
競争戦略の種類(一般戦略)

　業界全体
　特定のセグメント
業界全体
コストリーダーシップ(ほかの企業よりコストを安くする)

差別化(ほかの企業と違う)

特定のセグメント
集中(何か一つに集中してしまう)

価値創造プロセス
↑競争優位の源泉
価値連鎖
支援活動　　人事、技術開発、全般管理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→マージン(利益)

主活動　　　　購買、製造、出荷、販売・マーケティング、サービス　　　　→マージン(利益)

分析論←環境が安定-予想可能
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PPMの意義
・安定製品のシェア拡大
　↓利益(安定)

　新製品、新事業で↑さらに安定製品を!!

多角化→PPM→競争戦略→創発戦略
　　　　　　　　　　　　　　　　　→リストラクチャリング(事業再構築)-黒字のでないとこから撤廃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業を組み替えることによって、新たな*イノベーションを生み出す。
リニアエンジニアリング(米国)

コンカレントエンジニアリング(日本)

予測精度ｕｐ
*イノベーション:情報の新結合
創発戦略
　人々の創造性
　　　　　狭義　0→1

　　　　　広義　1→良
他人が評価
・新しい
・素晴らしい
①プロセスイノベーション(生産工程-JIT(just in time)方式(必要な時必要な分=在庫減)、セル生産方式→1人屋台方式)

「多能工」化
②プロダクトイノベーション(革新的な技術で新たな製品を)

分析論
①人々の創造性発揮を軽視-トップ(戦略を考える人)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミドル以下(実行する人を分けた。
　計画されたものを実行することに注力しルール優先。
②分析できることだけに注力
　リスク回避的な戦略しかとれなくなる(挑戦できない)
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部下を持った瞬間によみがえっていくこの想い・・・(前説)

経営戦略
多角化('60)→PPM('70)→競争戦略('80)→創発戦略(ミンツバーグ)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑イノベーション←創造性
　　　　　　　　　　　　↓トップ
意図された戦略→計画的→実現された戦略
↓　　　　　　　　　　　　　　　 ↑ミドル以下の人々による創発的戦略
実現されなかた戦略　　　　　効率的、ルール優先、決められたこと、先例「過去に成功したこと」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ではなく試行錯誤を繰り返して生まれる方向性がほすぃ。　　
　　　　┣━━━━━━┫
　　　　計　　　　　　　　　創発
　　　100%計画的、創発的というものはあり得ない
ホンダがアメリカで50ccバイクを成功させた理由
トップはホンダのエンジンで勝負したかった・・・
けどミドル以下の人たちの試行錯誤でミニバイクを販売して成功したのよ。
それらが創造性。
いかに創造性を引き出すか?

それが一番大事♪
トップ-理念
→将来ビジョン
戦略(創造性)-個性、強み
組織
・構造(リーダーシップ、人事評価、動機づけ)

・運営　　　　　　
製品・サービス
環境(市場技術)

組織構造(組織とは三つの要素によるもの-共通目的、共同目的、コミュニケーションが大事)

　集権的組織(トップに権限を集中)・・・職能別組織(ライン&スタッフ)

　分権的組織(トップの権限を分散)・・・事業部制組織
事業部制の前提
　・他品種製品を造っていること
　・市場が独立していること(ユーザーが異なる)　
　独立採算
　メリット
　①収益の把握が容易
　②市場の変化に素早く対応
　③経営者の卵を育成しやすい。
　デメリット
　①短期的かつ狭い視野に陥りやすい。
　②資源(人も金も技術も)の囲い込み
・社内振分価格(コンプレッサ部→冷蔵庫部へ安く)

・市場価格(情け無用、コンプレッサ部だって収益を上げたい!)
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人生に大切なもの
短期的-お金
中期的-情報
長期的-信頼できる人間のネットワーク
出世できない条件
ケチ(お金を使わない)

威張る人(下の人に・・情報を止める)

手前勝手
必要なのは信頼である
東レ(東洋レーヨン)

　パルプを用いた人造繊維
　1955年職能別組織
　取締役会-社長-経営会議-管理部門-研究開発-繊維生産-繊維販売-プラスチック部門
　1960

　　・生産部門から研究開発を分離
　　・経営会議(社長直属)

　　・経営を統括する機能と日常の執行機能とを分離
　1970
　　事業部制へ
　取締役会-社長-繊維-プラスチック-化成品
プロフィットセンター
　1973年-オイルショック
価格の先高感→仮需要増大→一時的最高益
　1976年　緊急事態により職能別組織に戻す
　1979年　事業部制復帰
組織運営
モチベーション(動機づけ)

　　　　　　　個人(欲求、目標、価値観)

　　　　　　　↓モチベーション　　　　　　　　　　　　　↑報酬　
組織で求められる役割形成→組織での行動→成果
　　　　　　　↑役割の期待　　　　　　　　　　　　　　↓組織目標の達成度
　　　　　　　組織(公式的要因、職務要因)

個人と組織の相互作用(誘因と貢献)

モチベーション論の歴史的変還
　人間の欲求についての仮説(シャイン)
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コンビニエンスストア業界
セブンイレブン全国に9000店舗
時間を売っている
フランチャイルズ店には逝くな。
シャインの説
　人間に関する仮説
　モティベーション理論
1900年　経済人-科学的管理法
　　　　　　　　　　　　X理論(マッグレガー)勤労意欲を持たない。よってなんらかの罰が必要である。他人から指示される　　　　　　　　　　ことを好む。
1930年　社会人-人間関係論
1950年　自己実現人-Y理論
　　　　　　　　　　　　　　　・内発的動機付けを持っている。
　　　　　　　　　　　　　　　・自ら進んで責任をとる。
　　　　　　　　　　　　　　　・自らの有能感に満足。
マズロー　欲求階層説
欲求の階層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自己実現欲求
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自尊(承認)欲求↑
　　　　　　　　　　　　　　　社会的欲求↑
　　　　　　　　安全欲求↑
生理的欲求↑
←低次欲求　　　　　→←高次欲求
低い欲求が満たされて初めて次の高いレベルの欲求が生じる
・区分が曖昧
・階層が本当に妥当なのか?

ハーズバーグの動機付け-衛生要因理論
満足をもたらす要因と不満をもたらす要因は異なる。
・追認されていない
・自己防衛本能が表出しただか?

1980年　複雑人-個人管理→条件適合
・1人の中でも欲求構造が複雑
・個人によって異なる
管理者の対応
　一人一人の欲求に合わせて能力を引き出し組織目標の達成を目指す。(十人十色)

個人の欲求、能力を見極めなければならない。
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評価システム?

古典的動機付け理論の問題点
　・人間全ての行動は必ずしも欲求から生じない
　・労働者の状況如何で変化しないのか?

近代プロセス理論
　①目標設定理論-ロック
　　どんな目標?　　
　・目標の明確性-具体的な行動指針となる→達成度からフィードバックできる
　・ある程度の高さ-従業員の需要が前提
　・目標設定時の参加
　　欠点
　・目標に対して積極的な人間を想定している。
　②公平理論
　　・自分の生産性=output(報酬)/input(努力) <他人の生産性=output(報酬)/input(努力) 

　　　　　　　　　　　sさん=10/10<nさん=10/1　不公平だyo!

　　　
☆あくまでも「自分」の知覚である
　　どうすりゃいい?
　　1,自分の努力を止める
　　2,もっとoutputを増やそう
　　3,他人に対する自分の知覚をゆがめる。　　
　　4,自分に対する知覚をゆがめる。
　　5,相手を変える
　　6,職場から離れる
　公平理論の問題点
　・一般的な話に止まっている。
　・比較の相手をどのようにして探すのか?

　・客観的に測れない
　③期待理論
　人間の行動努力の強さ=(行動努力して達成する報酬の主観的確率)×(報酬の誘因性)

　　　



　　　↑期待　　　　　　　　　　　　　　　　　↑魅力
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑過去の経験から、パーソナリティ
　
日本企業の人事評価
　他人からの評価が人生の関心事の一つ
　公正な評価
　　→公正と公平の違い
　　　・公正=公平で不正がないこと、明らかに正しいこと(価値判断)

　　　・公平=えこひいきなく全て同じ
経営との関連で考える必要
　1,日本では職務が不明確。(どこからどこまでやるとかがない)

　　→つなぎの役割が重要　協調性
　2,環境変化が激しいので、職務そのものも変化
　　→絶えず能力開発が求められる
万古不易(ばんこふえき)の人事評価はない。
*万古不易:変わることのない
年代　　　70　　　　　80前　　　(プラザ合意)　　80後　　　　　　　90
経済　安定期　　　変動期　　　　　　　　　　　大変革期　　　不況期
評価　年功　　　　能力主義　　　　　　　　　　能力開発　　　業績主義
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コーポレートガバナンス
企業・統治
日本企業の人事評価
　大きな流れ
年代　　　70　　　　　80前　　　(プラザ合意)　　80後　　　　　　　90
経済　安定期　　　変動期　　　　　　　　　　　大変革期　　　不況期
評価　年功　　　　能力主義　　　　　　　　　　能力開発　　　業績主義
安定期-製品のライフサイクルが長い、同じことを続けているのだから年功である。
能力主義-資格をどれだけ取っていたか
新しいことをして成功した人　A

新しいことをして失敗した人　B

何もしないで成功した人　　　C

実績主義ならば成功したら同じ評価
キャノン-新しいことに評価。
　新しいことにより学習したもの→能力開発→次の成功?

何もしないで成功した人は次の変化に対応できない
◎自ら能力を開発していこうとするメタ能力を評価しない実績主義はダメよ…。。。
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

貸借対照表等の見方
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!?

リーダーシップ
資質?(リーダーにふさわしいもの)
資質アプローチ×(資質ではない)

行動アプローチ(どういう行動が部下を動かす?)

状況-部下のモチベーション-リーダー行動
三つ合わさってのリーダー
・ある状況で、部下の動機付けられた行動に対する影響力
他に
・管理者行動
・上司、他の部署、他社、顧客
・部下の有能感、業績、活性化
リーダーの行動
・象徴
・リーダー　動機付け
・連結役　ネットワークの維持
・情報のモニタ
・情報の伝達(組織内)

・情報の伝播(組織外)

・企業者-意思決定
・資源配分
・問題処理
・交渉
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(三菱自動車工場)

試作してからコスト計算
☆設計図☆が命。
リーダーシップ
情報を部下に伝える云々。。。
断片化した情報←新鮮な情報を仕入れるため
→意思決定
連続した意思決定の流れ=戦略
1940年 初期ミシガン研究
　リーダーの行動が業績に与える影響
高業績の企業
①従業員中心的監督行動(価値観、考え方を尊重)

②全般的(目的は与えるがそれ以降のことは言わない)

③部下と一緒に仕事をしない
　対外的(上司、他部門、お客様)活動によってその組織に必要な情報を取るため
④部下の失敗を学習の機会として支援する
⑤高い目標設定がされても不当だと思わない。
低業績の企業
①職務中心的監督行動(決められた仕事をちゃんとやっているか)

②詳細(部下の考えを断絶する)

③部下と一緒に仕事をする
④処罰してしまう
⑤不当な圧力と感じる
リッカートのシステム4

三原則
①支持的関係
②集団的意思決定
③高い業績目標
→システム4(参加的)

上方影響力
集団凝集性
専政的etc...

→システム1.2.3

トップ→将来ビジョン→戦略→組織→製品・サービス→市場成果
構造、運営、動機、評価、リーダー
日本企業のトップ
・将来ビジョン構築
・戦略的意思決定
・執行管理
将来ビジョン
10年20年後の自社のあるべき姿
　社会、経済、技術の流れ
　自社の強み、弱み
↑洞察
変化の速度の差　
　情報・お金＞物＞人＞習慣＞考え方(4-5年)＞法律(50年)＞無意識の価値観(100年)
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ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!
ブランド=機能;買い手の情報探索コストを下げる。
品質、価格、機能
↑今までの経験によるイメージ(思いこみ)

マスコミ、口コミ
例)デジタルカメラ
大衆ブランド　　オリンパス　シェア高   　低価格　　高品質(高コスト)　　利幅小
中堅ブランド　　キャノン　　　シェア中　　中価格　　中品質　　　　　　　　利幅大
高級ブランド　　ニコン　　　　シェア極少　高価格　　超高級プロ向け　　利幅極大
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

・終身雇用
・年功序列
・企業別労働組合
→長期的な能力開発、帰属意識、安心感
背景
・高度経済成長によって企業規模拡大
・高度経済成長によって同一事業を長く続けられた。
加齢と能力向上とが比例→年功序列、終身
・女性は早期退職するという社会的コンセンサス
・学歴と能力が比例
2000年代は?

・低成長
・グローバル化
・女性社会進出
・帰属意識の低下
終身→継続雇用
年功→能力開発主義→年俸制へ?(短期指向)-挑戦意欲の減退
・ウェートバランス、多重評価
next→新製品開発
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資源の少ない企業が資源の多い企業に対抗するには
・開発期間を短く
・資源を集中
・常識を打破
新製品開発
技術革新→S字カーブ
能力開発が促される→発想の転換→柔軟性→環境変化に耐えられる
↑生産販売
消費者ニーズの変化
開発プロセス
情報検索→審査→経済分析→商品テスト→商品化
自社の技術開発能力
市場支配力
技術革新の流れ
社会的変化
経済分析
→市場性、市場の大きさ、人、資金、モラルダウン、製造技術
トップ
意図した戦略→計画的戦略→実現された戦略
一直線でなくて寄り道して到達していてもいい
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新製品開発☆
シャープの事例
緊急プロジェクト(緊プロ)

市場の緊急性の高い商品、技術を社内の様々なノウハウを組み合わせて開発するチーム。
→異部門間交流、新しい発想、柔軟性
高い品質、低コスト、商品の信頼性、期間短縮が達成できる。
☆期間短縮←コミュニケーション経路が少なくなる、短くなる。
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!去年ね。
コンカレントエンジニアリング
(同時開発型)

リニアエンジニアリング
(線形開発型)

ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

企画
　　→設計
　　　　→技術
　　　　　　　→生産技術
　　　　　　　　　　　→生産
　　　　　　　　　　　　　→販売
↑8年もかかる(線形)

前工程の失敗によるコミュニケーションロスが多い
∴コンカレントエンジニアリング(同時開発型)

　　　企画→相→
　　　設計→互→
　　　技術→コミュ→
生産技術→ニ→
　　　生産→ケー→
　　　販売→ション→
↑プロジェクトチーム
期間短縮
・予測精度がup!

・コストダウン
前工程の失敗を未然に防ぐ
コミュニケーションコストは大きいが失敗のコストと比べて極少。
研究開発
・全社的戦略と研究開発との統合
・研究開発と個人活動の統合
・研究開発と製品戦略、販売戦略との統合。
→『筋の良いテーマ』
オリジナリティ、応用可能性
熱意あるぅ?

ブレイクスルー直前?(神のみぞ知る)

◎自由とコントロールのバランスによって研究者の創造性を引き出す。
・研究開発全体との整合性
・他社の動向
→常に見直し
10/24(プリント一枚)

研究開発戦f略
単独だけではうまくいかない。→他との統合
①企業戦略との統合
②研究者の活動との統合
③他事業部、製造、生産・販売部門との統合
統合がうまくなされると、技術的成果が上がり、他部門との協力によって経営的成果が上がり、中核能力が強化される。=ダイナミックなプロセス!

経営的成果→歩留まり=製造品量/原料を使った数量
"新製品比率向上"=新製品/売上高
0～5%　　　21.2%

5～10%　　26.2%

10～20%　20.2%

20～30%　11.9%

30～50%　11.9%

50～　　　　7.7%

コアコンピタンス=強み
異部門のノウハウを組み合わせることによって、研究開発の問題を効率的に解決していく。
研究開発の最終目的:消費者やユーザーに受け入れられる製品の技術的、経済的問題を解決すること。
何のための研究開発なのか、という視点が常に求められる。
成功確率高い　市場ニーズ顕在
→既存製品の改善、改良
成功確率高い　市場ニーズ潜在
→アイディア商品
成功確率低い　市場ニーズ顕在
→医薬品-U(既存)

さらに低い成功確率→医薬品-O(新しいもの)

セレンディピティ(偶然による発見)

成功確率低い　市場ニーズ潜在
→エレクトロニクス
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新製品!

売れるもの
価格競争!

お客様が喜ぶものを作ろう
研究開発
統合1　企業戦略との統合
統合2　各研究員、技術者との統合
統合3　他事業、製造、販売との統合
→効率的な研究開発
・技術的目新しさない
医薬品の場合
化合物を組み合わせて活性物質を発見していく。→セレンディピティ=偶然の発見→必然へ!

創薬→前臨床→臨床→製造、販売
創薬→製造=10年　100億円
統合②
・トップの関与=テーマ決め(絞り込み)

偶然の発見→必然を結ぶのは知識=洞察である。
・テーマの評価
芽が出るかどうかの見極め
研究者の評価←自由闊達な文化
少数意見=革新を認めるような上司は少ない
組織メンバーが共有する行動パターン
沈殿した価値観
エレクトロニクスの場合
統合③　
　　　　　　　　　トップ
　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　企業戦略
　開発研究↓　　　　↓ギャップあり
事業別研究所　　全社的研究所(基礎・応用研究)他者の追随を許さない技術開発力
　↓　　　　　　↓ギャップ
製造　　　　　販売
企業戦略、事業別研究所、全社的研究所
→プロジェクトチーム
全社横断的開発プロジェクト
有能な人材と市場情報をトップが有機的に結びつける。
■生産システム
フォードシステム(T型フォード)

徹底した分業、高賃金
→部品の共通化、ベルトコンベア→速さによって作業量が決まる。
労働者の能力は関係なくなる。
→時間給-管理が楽
・大量生産が可能
・作業効率の飛躍的アップ
・労働時間短縮
→低コスト→ヒット!!
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フォードシステム
大量生産と労働時間の短縮
・徹底した分業(テイラー)

・部品共通化
・ベルトコンベアー(巨額の投資、回収が長期化)

→それを補うだけの利益
大量生産、労働時間の短縮=一人当たりの生産性アップ
→低価格、高賃金
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

ベルトコンベアーにより個人の能力差が問題にならない。
出来高払い制ができなくなる→時間給
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

新しいことをやろうと思わない→フォードシステムのデメリット
日本はどうしていたのか?

顧客ニーズ→開発(設計)→生産→販売→顧客満足
人事・労務→生産←購買
-歴史的な過程-

1920年代　トラック、バスの完成車輪入、KD(*ノックダウン)生産
*アメリカから部品を輸入して組み立てる=フォード、GM

1931　豊田自動織機→社長の長男喜一郎が自動車産業に乗り出す
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!今年は出ない
リバース・エンジニアリングとは何か?

日本にない自動車を組み立て直す。分解して調べる。
どのような行程か?厚さは?

ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

技術力、資金力無し・・・
生産性はアメリカの1/10、故障。。。
日産はアメリカの仕方をそっくりそのまま採用
1936　自動車製造事業法=GMとフォードを閉め出す。
☆歴史的進化
・地域的特徴
・組織学習=模倣と創造
トヨタの生産システムの特徴とは?

①トレードオフの克服
→品質⇔コスト(トータル)

開発、設計により品質を上げるとクレームが減る→リコール(莫大なコスト)が減る
開発設計にある程度のコストをかけることで、逆に全体のコストを下げてやる
②柔軟性
→他品種少量生産→Just in time　セル　一人屋台
乗用車、次はバン、スポーツカー。。。
多能工=フォードシステムとの違い
③組織学習
作業標準(手配書)を頭の上にぶら下げる
=「目で見る管理」をする
手順書を作業員自らが見直し続ける。
　　　　　　　能力向上!　　　*カイゼン!

*カイゼン,改善=世界共通語。
=トヨタのやり方が評価されている
新しい能力を身につける能力
=メタ能力
能力開発→多能工
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生産システム
(1)作業の標準化(マニュアル)

→常に見直し=改善
(2)Just In Time　必要なモノを必要なときに必要な量を作る→在庫圧縮→売れ残り極小、倉庫代
カンバン方式-シート搬入-

セル生産方式←ベルトコンベア
・ベルトコンベア代(2000-3000万円)が不要
・分業(多能工)→多能工
→需要の増減に柔軟に対応
1人屋台生産方式
→超多能工
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ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

テスト
持ち込み不可
大問と小問。
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

増収増益の企業もいっぱいいるですね。
大企業はしっかり利益を上げている
土建屋さんと銀行が不況
人海戦術
↓(分業)人件費高騰
機械化(ロボット)

大量生産→他品種・少量生産=消費者ニーズの多様化によって
セル一人屋台
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

先進国で需要される高付加価値商品はなぜ中国で作らないか?
→数が出ない。物流コスト、納期に時間がかかる=大量生産向き
大量に運んだ場合の値下がり
どのような企業が長期維持発展していくのか?

企業評価
◎企業
行政、金融、投資家、大学研究、地域、従業員、消費者、地球環境
との利害関係者=ステークホルダー
↑前提に
企業が長期に維持・発展する要因は何か?

要因とは製品なのか?技術なのか?潜在的組織能力なのか?トップのビジョンなのか?

評価主体:金融機関
目的:貸付資金の回収
対象:収益性・担保力
評価主体:ベンチャーキャピタル(投資家)

目的:株式公開による利益、株の値上がり、配当
対象:将来性、経営者の能力、収益、成長性
評価主体:一般企業
目的:取引企業の実態把握
購買→品質管理、財務状況
納入→売掛金回収可能か?

評価主体:大学、研究
目的:長期の維持・発展は可能か?

対象:収益、成長、
評価主体:大学生
目的:就職
対象:将来性、総合経営力、ブランド、先輩の話
評価主体:消費者
目的:良い製品をより安く
対象:QCD(クオリティーコストデリバリー)、アフターサービス
評価主体:行政
目的:独禁法、徴税
対象:

評価主体:企業経営者、スタッフ
目的:長期ビジョン
対象:企業の強み弱み
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日本の高速道路どうしましょう?

インフラは誰が作る?

借金が痛い。
日産は二兆円の有利子負債?

年間2%なら年400億円の利子。
一日1億円の利息
そんなお金のお話
財務諸表分析
財務諸表の二つ
貸借対照表(BS),損益計算書(PL)

貸借対照表
借方(支払能力)=お金の使い道/貸方(支払義務)=お金の出所
流動資本  　 　 　　　　　　　　　　 /流動負債=他人資本
固定資産　　　 　　 　　　　　　　　 /固定負債=他人資本

　 　　　　 　　　　　　　　 /資本金(自己資本)

流動負債=1年以内に返済義務の生じるもの→短期借入,支払手形,買掛金 

固定負債→長期借入,社債
資本金→株
流動資産=1年以内に現金化できるもの→現預金,受取手形,売掛金
→・当座資産:

→・棚卸資産:仕掛品,半製品
固定資産
→有形固定資産と無形固定資産
安全性=流動負債より流動資産の方が大きくないとダメ。
売れるか売れないかわからない棚卸資産=在庫
当座資産だけで計算するべき?

損益計算書についてはノート(汗)

ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!確実。
収益性
・投下資本収益率=○○利益/投下資本(総資本)×100=○○利益/売上高×売上高/投資資本×100

↑○○利益/売上高×100のことを収益性。→売上高○○利益率
　売上高経常利益率
↑売上高/投資資本のことを資本回転率。→1周辺。1以上が資産に比べよく売り上げている
安全性
・短期の安全性
→流動比率=流動資産/流動負債×100　理想は200%超え　150%でOK
→当座比率=当座資産/流動負債×100(棚卸資産はうさんくさいから)　100%でOK

・長期の安全性
→自己資本比率=自己資本/総資本×100　40-50%でOK(多少のぶれあってもいい,あんまり低いと利息大変o)

→固定比率=固定資産/自己資本×100　100%以下が望ましい

→長期適合比率=固定資産/(自己資本+固定負債)×100　100%以下を目指す

ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!計算出るかも
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損益分岐点分析

→ある一定期間に売上高と費用が一致する売上高(販売個数)

ノート

財務諸表分析ならば

・予測ができない!

・新しい方向性を探索できない。

プリント二枚配布→求めてみる

・総資本(投下資本)経常利益率

・売上高経常利益率

・総資本回転率

・流動比率

・固定比率

厳密に言うと…

総資本経常利益率=経常利益/(期首+期末)÷2

本当は三カ年の移動平均がほしい(平均13年+平均12年+平均11年)÷3がいい
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ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

三洋

自物家電　12%

赤字85億…。どうする?

①もう止めよう(シェア10%以下,成長見込みがない)

②中口企業と連携

③新しい事業分野(電池,デジカメ,バイオ)

PPM

トヨタホンダ日産=いまだに好調

一次下請けが好調。

部品の少ない商品(MDとか)は車に比べて経済に及ぼす影響は少ない

よって自動車産業が好調なのは日本にとっていいこと。

減価低減要求@コスト削減,納期,品質

ピラミッドの上から三番目以降はかなり厳しい競争。


企業数
従数
利益

大企業
0.3%
3割
5割

中堅
1.6%
2割


小企業
98%
5割

中堅企業(300人～1,000人)
1957　二重構造論

大企業=近代的雇用

中小企業=前近代的雇用

前近代的雇用とは?

→長時間かつ低賃金

中村秀一郎(1962)中堅企業論

資本金(10億円～100億円)

・独立企業-資金的,意思決定の主体性の独立

・株式上場を果たすだけの規模

・同族的性格(買収,高配当要求怖いから)

・大企業に対抗しうるだけの能力

①ニッチ市場(隙間)

大企業がやらないこと。やりたくないこと。

→3K,相対的低賃金

ロッドが小さい。市場が不安定

②大企業と競合しても勝てるだけの技術力(製品技術,製造技術),販売力

③大企業と相互依存関係(開発,試作→量産)

